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○ 協議事項 コミュニティバスにおける運賃割引の一部変更について 

資料に基づき事務局より説明を行った。 

 

（岡本委員）環境定期券制度の廃止については利用者にとって影響を受けると感じた。この

制度について存じ上げなかったが、いつから始まったのか。 

  

（奥津委員）神奈川中央交通株式会社では 1997 年より開始している。区間式から金額式へと

定期券が変更したことや、小児 IC 運賃が 50 円になったことにより対象者が減り、利用者

は減少していた。そのような背景から、制度として一段落し、終了という判断に至った。 

 

（廣田委員）利用者の数は集計しているのか。 

 

（奥津委員）利用者が減少していることを把握できているが、集計は出来ていない。 

 

（岡本委員）タクシーのような動きが可能であれば、細部に渡って運行が可能となり多くの

需要を満たせるため、既存のコミュニティバスと使い分けができたらありがたい。また、

ルートの変更を希望する声も挙がっているので、今後相談するかも知れない。 

 

（奥津委員）地域の実情を踏まえながら、協議していきたいと考える。 

 

（廣田委員）今回の協議内容は近隣の路線バスと同等に設定している運賃割引に関するもの

であったため、今後、同等の協議事項の際は書面開催を取り入れたい。 

 

（森下委員）軽微な内容の場合は書面で開催することも可能である。その場合は、必要事項

を全て書面に記載することが必要である。 

 

（結果）出席委員の全会一致の同意により承認。 

 

 

閉 会 
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